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１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。
１．勤労を喜び、力を合 わせて

豊かな村をつくります。

１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。
１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。

編集と発行／〒０３９ペア青森県下北郡佐井村大字佐井字糠森２０佐井村役場企画財政課ａｏｍ ０８）２川

今 月 の紙 面

２～３ むらの話題

４～５ お知らせ

６ 国保のしおり

フ 交毋だより

８～９ 教育だより

１０～１１ 保健婦だより

１２～１３ 税務だより

年金だより

１４ 戸籍の窓口



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

第
三
回

青
森
県
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

九
月
十
九
囗
、
佐
井
漁
港
を

会
場
に
第
三
回
青
森
県
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。式
典
で
は
、
絵
画
・
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
、
ま
た
川
畑

勲
夫
・
ま
さ
こ
さ
ん
夫
妻
か
ら

誓
い
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。式
典
の
後
は
、
漁
船
が
海
上

へ
出
て
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
各
地
区
の
芸
能

発
表
会
が
行
わ
れ
、
会
場
か
ら

は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
網
引
き
で
は
、
佐
井
村
チ

ー
ム
が
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ

優
勝
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
ヒ
ラ
メ
、
ク
ロ

ソ
イ
の
放
流
や
ク
イ
ズ
、
海
産

物
の
展
示
即
売
が
行
わ
れ
、
会

場
は
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

第
７
回
原
田
牛
ま
つ
り

八
月
二
十
九
日
、
ア
ル
ザ
ス

を
会
場
に
、
第
七
回
「
原
田
牛

ま
つ
り
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
会
場
だ
っ
た
原

田
第
一
牧
場
が
強
風
の
た
め
ア

ル
ザ
ス
に
変
更
し
て
の
ま
つ
り

と
な
り
ま
し
た
が
、
家
族
連
れ

や
職
場
の
仲
間
が
銑
板
を
囲
ん

で
お
い
し
い
牛
肉
を
舌
つ
づ
み

を
打

っ
て

い
る
姿

が
あ
ち
こ
ち

に
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
屋
外
ス
テ
上

ン
で
は

津
軽
民
謡

が
披
露
さ
れ
、
観
客

か
ら
盛
ん
な
拍
手

が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

生
卵
キ
ャ
ッ
チ
エ
ッ
グ
大
会

で
は
、
珍

プ
レ
’Ｉ
巧
プ
レ
ー
が

続
出
し
、
観
客
は
大

い
に
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。



新
鮮
な
山
海
の
幸
を
全
国
へ

「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
」発
送
式

佐
井
村
の
新
鮮
な
山
海
の
幸

を
直
送
す
る
、
「
ラ

ブ
リ
ー
さ

い
」
の
発
送
式

が
九
月
二
十
一

日
、
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
二
回
目
と
な
る
発
送

式

に
は
、
村
内
の
各
団
体
か
ら

約
五
〇
人
が
参
加
。
キ
タ
ア
カ

リ
な
ど
、
９
品
目
が
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
詰
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
ラ
ブ
リ

ー
さ
い
」
ふ
る
さ

と
パ
ッ
ケ
上

ン
は
、
す
ぐ
に
郵

便
局
の
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
ま

れ
、
北
は
北
海
道
、
南
は
沖
縄

ま
で
全
国
の
会
員
に
向
け
て
発

送
さ
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ッ
キ
体
操
を
披
露

九
月
三
日
、
青
森
県
市
民
文

化
会
館
を
会
場
に
「
青
森
県
生

き
生
き
健
康
県
民
推
進
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

佐
井
村
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
準
備

運
動
で
実
践
し
て
い
る
「
ス
テ

ツ
キ
体
操
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

保
健
協
力
員
等
二
十
八
名
で
、

大
勢
の
観
客
の
前
で
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
を
浴
び
て
、
文
字
ど
お

り
「
生
き
生
き
」
し
て
い
ま
し

た
。

本
大
会
で
は
、
青
森
県
健
康

づ
く
り
事
業
功
労
団
体
と
し
て

「
佐
井
村
保
健
協
力
会
」
が
他

の
三
団
体
と
共
に
知
事
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
健
康
づ
く
り
ア
イ
デ

ィ
ア
作
品
で
は
、
磯
谷
地
区
の

田
中
ふ
み
さ
ん
の
「
姑
の
長
生

き
の
秘
決
」
の
体
験
紹
介
が
特

選
に
輝
き
ま
し
た
。

「
寝
た
き
り
予
防
・
寝
か
せ
き
り
防
止
体
験
談
」

特
選

「

姑

の

長

生

き

の

秘

訣

」

田

中

ふ

み
（
６５
歳
）

姑
は

、
今
年
で
９９

歳
に
な
り
ま

す

。
一
日
の
ほ

と
ん

ど
は
、
寝
↑
心
り
起
き
た

り
の

布
団
の
上

で
の
生

活
で
す
が

、

目
と
胃
腸
か

弱
い
他
は

、
耳

も
口
も
達
者

で
牛
ン

さ
ん

ギ
ン

さ
ん
に

負
け
な
い

く
ら
い
元

気
で
す

。

私
か
姑
の

世
話
を
し

な
が
ら

考
え

た
姑
の

長
生
き
の

秘
訣
は
次
の
よ

う
な
事

で
す

。

ま
す

一
つ

は

、
食

事
に

あ

る
の

で
は
な
い

か
と
思
い

ま
す
。
好
き

嫌
い
な
く

何
で
も
食

べ
、
食
べ
過

ぎ
ず

、
よ

く

茴
ん

で
食

べ
ま
す

。
無
理
を
せ
す
に

食
事
を
し

て
き
た
こ

と
が
よ
か
っ

だ
の
で
は

な
い
か

と
思
い
ま
す

。

二
つ
め
は

、
寝
て

い
て
も
体

操
を
し

て
い

る
こ

と
で

す
。
村
で
広

め
て
い

る
「
ス
テ
ッ

キ
体
操
」
を

保
健
婦
さ
ん

に

教
え
て

い
た
だ
い

て
毎
日
実
行
し

て
い
ま

す
。

三
つ
め
は

、
針
仕

事
で
、
今

で
も
時
々
手
を

動
か
し

て
い
ま
す

。
若
い
こ

ろ
に

姑
か
ら

針
仕
事
を
教
え

て
も
ら
っ

た
人

達
が

、
時
々
姑
の

好
物
を

持
っ

て
立
ち

寄
っ

て
く

れ
ま
す

。
こ

れ
が

、
姑
を

最
も
元

気
に

さ
せ

る
原
動
力
に
な

っ

て
い
ま

す
。
私
は

、
元
気
な
う

ち
か
ら
地

域
の

人
達

と
つ

な
が
り
を

も
っ
て
生

き

る
こ

と
が
、
ど
ん
な
に

大
切
か

を
姑

か
ら

教
え

ら
れ
ま
し

た

。

姑

は

、
百
歳
ま
で

あ
と
９

ヵ
月

ぐ
ら
い
あ

り
ま
す

。
診
療

所
の
先
生
や

看
護

婦
さ
ん

、
保
健
婦
さ
ん

、
ホ
ー
ム
ヘ

ル

パ
ー
さ
ん

方
に
支
え

ら
れ
な
が

ら
、
元
気
に

百
歳
の

誕
生
日

を
迎
え

て
や

る
た

め
に

、
こ

れ
か
ら
も

話
相

手
に
な

っ
た

り

、
少
し

だ
け
手
を

貸
し
た

り
し

な
が

ら
、
寝
た
き

り
に
さ
甘
な

い
で

長
生

き
で
き

る
よ

う
頑
張

り
た
い
と
思

い
ま

す

。



今 月 の 休 診 日

４［］、１１［］１、１８［］１、２５［］

㈲ （月∩ 刑 ㈲

佐井診療所

「
行
政
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す

十
月
十
七
日
か
ら
二
十
三
日

ま
で
は
、
「
行
政
相
談
週
間
」

で
す
。
こ

の
週
間
に
ち
な
み
、
次
の

と

お
り
相

談
所

を
開
設

し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守

い
た
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時

十
月
十
八
日
㈲

九
時
三
〇
分
～

○
場
所

津
軽
海
峡
文
化
館

テ

ル
サ
ス
）
会
議
室

行

政

相

談

と

は

…

…

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
役

所
や
公
園
な
ど
が
行
っ
て
い

る
仕
事
に
つ
い
て
苦
情
や
意

見
・
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
の
よ
う
な
時
は
「
行
政
相

談
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

総
務
庁
の
行
政
監
察
局
が
行

っ
て
い
る
「
行
政
相
談
」
と
は

皆
さ
ん
と
役
所
な
ど
の
間
に
立

っ
て
、
公
平
・
中
立
な
第
三
者

的
立
場
か
ら
必
要
な
斡
旋
を
行

い
、
そ
の
解
決
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
皆
さ
ん
の
声
を
行
政

運
営
の
改
善
に
役
立
て
る
も
の

で
す
。
ご
相
談
は
口
頭
、
電
話
、
手

紙
な
ど
い
ず
れ
の
方
法
で
も
結

構
で
す
。

た
と
え
ば
、

○
道
路
・
住
宅

○
公
害
・
環
境
衛
生

○
交
通
安
全

○
消
費
者
保
護

○
労
働
・
雇
用
・
労
災
保
険

行
政
相
談
委
員
は
、
全
国
の

市
町
村
ご
と
に
配
置
さ
れ
、
自

宅
や
電
話
な
ど
い
っ
で
も
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

佐
井
村
で
は
、
大
石
健
次
郎

氏
（
登
三
八
－

五
四

匸

）
が

総
務
庁
か
ら
行
政
相
談
委
員
に

委
嘱
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

観 光 な め こ 園 が は じ ま り ま す

＝川目 なめこ 組合＝

〔日程〕平成 ５年１０月中旬～１１月上旬

〔場所〕通称＝「大滝」

※詳しくは、川目なめこ組合（代表）上山

正さんまで問い合わせてください。

登（３８）４３５４

第
十
回

佐
井
村
産
業
フ
ェ
ア

津
軽
海
峡
文
化
館

（
ア
ル
ザ

ス
）
を
会
場
に
「
第
十
回
佐
井

村
産
業
フ
ェ
ア
」
が
十
月
三
十
、

三
十
一
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ

て
開
催

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
平

成
五
年
度
佐
井
村
農
林
水
産
物

共
進
会

が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
一
年
間
、
村
民
の
み
な

さ
ん
が
苦
労
を
重
ね
て
作
っ
た

農
林
水
産
物
や
、
そ
の
他
収
穫

さ
れ
た
物
、
ア
イ

デ
ア
の
品
々

を
ど
し
ど
し
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。

◎

出

品

物

受

付

期

日

・
平
成
五
年
十
月
二
十
九
日
量

の
午
前
中
ま
で

・
農
林
産
物
は
Ｊ
Ａ
下
北
佐
井

支

所
へ
、
水

産

物

は
漁
協

へ
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
役

場
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○

出

品

要

領

・

規

格

・
出
品
物
に
は
名
札
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
村
内
に
居
住
す

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
出
品

で
き
ま
す
。

・
品
規
格
は
別
表
の
と
お
り
で

す
。

・
出
品
物
は
、
原
則
と
し
て
返

却
し
ま
せ
ん
の
で
希
望
す
る

方
は
、
出
品
時
に
そ
の
旨
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

○

表

彰

・
出
品
物
は
審
査
し
、
優
秀
な

も
の
に
は
賞
状
及
び
賞
品
を

贈
り
ま
す
。

○

佐

井

森

林

経

営

セ

ン

タ

ー

で

は

、

産

業

フ

エ

ア

に

合

わ

せ

て

薪

、

細

丸

太

の

販

売

を

行

い

ま

す

。

・
日
時

十
月
三
十
日
出

午
前
十
時
～

・
場
所

佐
井
森
林
経
営
セ
ン

タ
ー
貯
木
場

・
販
売
予
定

薪

…
…
一
一
〇
棚

細
丸
太
…
…
約
一一一
五
〇
本

・
そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は

臨
時
広
報
に
ょ
り
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。



出 品 規 格国有地（里道、水路）の使用についてのおしらせ

小道（里道）や小川（水路）のほとんどは、国有財

産（建設省所管、県の土木事務所で管理）です。

これらの国有地をつぶして使用するには、土木事務

所に行政財産用途廃止申請の手続きをとり、里道や水

路が大蔵省に引き継がれたあと、青森財務事務所から

買い受けることが必要です。

これらの手続きをとらずに里道や水路を無断で使用

していますと、後日、ご迷惑がかかることがあります

のでご注意ください。

皆さんの所有地の中に里や水路が入っているかどう

かは、登記所（法務局）で公図を調べ、その結果、入

っている場合には、市町村役場、土木事務所または青

森財務事務所にご相談ください。

国 立 宮 古 海員 学校 生 徒 募 集 （平 成 ６年 度 ）

１．概 要 修業年限３年の船員教育機関

２．募 集 人 員 本科４０名

３．受 験 資 格 中学校卒業者（卒業見込みを含む）

４．願 書 受 付 平成６年１月１０日圓～２月９日（水）

５．入学 試 験 日 平成６年２月１３日㈲ 午前９時開

始

６．筆記試験科目 国語、数学、英語

７．問 合 せ 詳しくは下記まで問い合せてくだ

さい。

宮古海員学校 教務課

住所：０２７ 岩手県宮古市磯鶏１２－４８－２

電話：（０１９３）６２－５３１６

投

稿

「
広
報

さ

い
」

を
楽

し

む

す

べ
て
読
物
に
文
化
性
が
な

け
れ
ば
興
味
も
価
値
も
半
減
す

る
が
、
「
広
報
さ
い
」
を
手

に

す
る
時
、
中
央
公
民
館
選
の
俳

句
を
時
間
を
か
け
て
読
み
返
す

こ
と
を
最
も
楽
し
み
に
し
て
い

る
。
そ
れ
だ
け
に
欠
稿
の
月
は

が
っ
か
り
も
す
る
。

日
常
生
活

の
中
で
瞬
間
の
機

微
を
促
ら

い
、
事
象
や
感
想
を

十
七
文
字

や
三
十
一
文
字
に
濃

縮
し
表
現
す
る
。
才
能
や
技
能

は
一
朝
に
し
て
う
ま
れ
な
い
だ

け
に
、
投
稿
者
の
知
性
・
感
性

の
素
晴
ら
し
さ
に
敬
服
も
す
る
。

作
者
は
納
得
の
い
く
作
品
が

で
き
た
時
、
さ
ぞ
や
ニ
ン
マ
リ

ほ
ほ
え
む
で
あ
ろ
う
情
景
を
想

像
し
羨
や
ま
し
く
も
あ
る
。

・
わ
れ
も
ま
た
講
座
に
入
り
て

諸
人
を
句
作
を
希
い
と
悲
し

知
恵
な
し

何
事
に
も
大
ざ
っ
ぱ
で
詩
心
も

句
心
も
な
い
私
に
は
真
似
の
で

き
な
い
こ
と
で
す
が
、
短
文
表

現
へ
の
憧

れ
は
捨
て
き
れ
ず
、

専
ら
我
流
で
ゴ
ロ
合
わ
せ
を
や

っ
て
い
る
。
云
う
な
れ
ば
ゴ
ロ

句
で
あ
る
。
家
族
に
も
五
・

七
・
五
を
す
す
め
た
ら
八
才
の

孫
が
、
お
じ
さ
ん
も

帽
子
か

ぶ
れ
ば

若
く
な
る

と
得
意

そ
う
に
言
っ
た
の
に
は
大
笑
い

た
っ
た
。

句
作
に
は
、
常
に
周
辺
に
意

を
注
ぐ
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ

と
か
ら
始
ま
る
と
思
う
が
、
人

様
に
見
て
頂
く
ま
で
に
な
れ
な

く
と
も
、
潤
い
の
あ
る
生
活
の

た
め
に
み
ん
な
で
や
っ
て
み
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

幸
い
、
中
央
公
民
館
選
の
俳

句
、
短
歌
は
格
好
の
教
材
で
あ

り
、
目
標
で
あ
る
。
今
後
も
継

続
し
、
文
化
性
の
高
い
村
づ
く

り
の
先
導
に
な
っ
て
頂
き
た
い

と
田
兮
っ
。

そ
れ
に
し
て
も
、
月
刊
誌
発

行
に
は
編
集
者
の
並
々
な
ら
ぬ

苦
労
の
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

い
け
な
い
。
原
稿
不
足
の
と
き

は
尚
更
で
あ
ろ
う
。
良
い
広
報

誌
編
纂
の
た
め
、
み
ん
な
で
協

力
し
読
む
楽
し
さ
を
分
か
ち
合

お
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

三
八
生



国

保

の
し

お
り

Ｏ

保

険

税

と

は

勤
務
先
の
保
険
に
入

っ
て
い

る
人
や
、
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
人
以
外
は
す
べ
て
国
保
に

入
り
、
保
険
税
を
納
め
る
よ
う

に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

保
険
税
は
国
や
都
道
府
県
か

ら
の
補
助
金
と
合
わ
せ
、
医
療

給
付
を
行
う
た
め
の
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
財
源
な
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
保
険
税
を
未
納

の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
他
の
加

入
者
と
の
公
平
を
欠
く
ば
か
り

で
な
く
、
加
入
者
み
ず
か
ら
か
、

事
業
の
健
全
な
運
営
を
妨
げ
て

し
ま
う
こ
と
に
も
な
る
の
で
す
。

Ｏ

保

険

税

は

ど

の

よ

う

に

使

わ

れ

る

の

か

国
保
に
加
入
し
て
い
る
と
、

病
気
に
か
か
っ
た
り
ヶ
ガ
を
し

た
と
き
、
保
険
証
を
医
療
機
関

の
窓
口
に
提
出
す
る
と
、
診
療
、

治
療
な
ど
の
保
険
給
付

が
受
け

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
生
ま
れ
た
と
き
の
助

産
費
や
国
保
加
入
者

が
死
亡
し

た
と
き
は
、
そ
の
葬
儀
を
行
っ

た
大
へ
の
葬
祭
費
に
あ
て
ら
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、
七
十
歳
以
上

五

た
き
り
な
ど
の
お
と
し
よ

り
は
六
十
五
歳
以
上
）
の
人
の

た
め
の
「
老
人
保
健
」
に
あ
て

ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
保
険
税
は
、
み

な
さ
ん
の
健
康
維
持
の
た
め
に
、

加
入
者
全
員
に
平
等

に
使
わ
れ

て
い
る
の
で
す
。

医療費の状況

〔６月診療分〕

（単位：円）

国保（若人分） 加入者数１，５３８人

退職者医療 加入者数６５人

老人医療 対象者数４９０人

口Ｏ月は「魚食普及月間」ですづ
脳 の 発 達 や 老 化 防 止｛，こ魚 を 食 べ よ う

食欲の秋がやってきました。お米や野菜、魚介類

が廊いしい季節です。なかでも、魚はこれがら冬に

かけて、いろいろな種類が魚屋さんやスーパーなど

に並びます。サンマ、サバ、サケなどば 定番″と

して、食卓に上る機会が増えることでしょう。

ところで、魚を食ぺると、脳の発達や老化防止、

そして成人病予防にもいいということがこれまでの

研究で分かってき示しか。魚に含まれている栄養素

が、こうした効果を与えているのです。魚の脂肪酸

であるＥＰＡ（エイコサペンタエン酸）は、［ｍ液の凝

固を起こしにくくレ［ｍ栓訌や心筋梗塞、脳梗塞など

の成人病を予防しま徑。同じ脂肪酸であるＯＨ∧（ド

コサヘキサエン酸）は、脳の働きをよくレ 記憶学

習能力の減退を防ぎます。さ引こ、戸ミノ酸の一種

であるタウリンは、血液中のコレ ステロづ レを低下

させる働古刀あつまず。また、脳の中枢神経に働き

か す、皿圧を正常に保つ 血圧調整作用″の役目も

しています。このほかにも、カルシウム、ミネラル、

ビタミンなども多く 含んでいますＯ

魚は高タンパク、低力口Ｕ－のヘルシーな食品で

すＯ健康や栄養のバランスを考えて、毎日の雍事に

積極的に取り入れてみてはいかがでしょうか。



交佞だより

佐 井 村

交通安全母の会

少
年
の
福
祉
を
害
す
る

犯
罪
を
防
止
し
よ
う

毎
年
、
少
年
の
非
行
や
家
出

が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

少
年
の
家
出
は
、
不
安
定
な

心
理
状
態
か
ら
自
殺
に
結
び
つ

い
た
り
、
自
暴
自
棄
に
な
り
犯

罪
を
起
こ
し
、
ま
た
、
犯
罪
の

被
害
者
と
な
る
ほ
ど
非
常
に
危

険
な
行
為
で
す
。

昨
年
中
、
県
内
で
家
出
し
か

少
年
は
三
〇
〇
人
で
九
月
が
最

も
多
く
つ
い
で
十
月
と
な
っ
て

い
ま
す
。
男
女
別
で
は
、
女
子

が
全
体
の
五
十
七

パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
、
学
職
別
で
は
中
学
生

が
最
も
多
く
、
次

い
で
、
高
校

生
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

家
出
の
原
因
動
機
を
見
て
み
る

と
「
遊
び
、
放
浪
癖
が
多
く
、

次
い
で
「
学
校
関
係
」
「
家
庭

関
係
」
「
異
性
関
係
」
の
順
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
経
験
の
未
熟
な

女
子
を
誘
惑
し
て
淫
行
し
た
り
、

少
年
に
対
す
る
シ
ン
ナ
ー
の
密

売
な
ど
少
年

の
福
祉
を
害
す
る

犯
罪
は
依
然
と
し
て
後
を
立
た

ず
警
察
で
は
積
極
的
な
取
締
り

と
被
害
少
年
の
発
見
保
護
に
努

め
て
い
ま
す
。

少
年
の
家
出
の
防
止
、
ま
た

少
年
の
福
祉
を
害
す
る
犯
罪
を

防
止
す
る
た
め
、
保
護
者
や
地

域
の
み
な
さ
ん
は
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
少
年
が
深
夜
出
歩
い
た
り
外

泊
す
る
こ
と
は
危
険
な
行
動

で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
。

■
少
年
に
規
則
正
し
い
生
活
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
。

■
少
年
を
放
任
し
な
い
。

■
明
る
い
家
庭
づ
く
り
に
努
め

る
。

■
非
行
に
走
る
少
年
を
発
見
し

た
ら
愛
の
一
声
を
か
け
る
。

次
代
を
担
う
少
年
が
健
や
か

に
成
長
す
る
こ
と
は
県
民
す
べ

て
の
願
い
で
す
。

み
な
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

１０ｓｌｈヨ現 在

交通事故死ゼ囗

６
，
６２８

ＥＩ

自 動 車 に 乗 っ た ら

シ ー ト ベ ル ト

●シートベルトとヘルメッ

ト、どちらも命を守る大切

なもの忘れずに正しく着用

しましょう。

バイクを１５１するときは

ヘルメット

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 交通安全は家庭から

県内の交通事故概況
（平成５年） 青森県交通対策協議会

（ ）内は前年。累計は１月から

平成５年 交通マナー・アップ青森’９３運動

実施期間（秋季）１０月１日～１０月３１日

スローガン～思いやり ありがとう～

運動の重点

工飲酒・無謀運転の追放

２ 高齢者の交通事故防止

３ シートベルトの正しい着用の徹底

４ 違法駐車の締め出し

毎月１日は交通安全家庭の日 １０日、２０日、３０日は交通事故ゼロの日

シートベルト しめる心が 身を守る
踏切事故を防止しよう

＜踏切通行時の注意事項＞
１ 踏切では、必ず一旦止まって、左右の安全を確かめてから通行して下さい

Ｏ
２ 踏切の中で車が動けなくなったときは、非常ボタンを押すか、発炎筒や手近な上着を振るなどして運

転士に知らせ、列車を止めてください。

３ 踏切の中で遮断棒に閉じ込められてしまったときは、遮断棒は外側に押し開くことができます
Ｏそ
の

まま前にゆっくり進み、車で押し開いてください。

４ 警報機が癇っでいたり、遮断棒が下りかかっているときは、絶対踏切の中へ入らないでください。

５ 交通渋滞などで車が前に進めないときは、踏切の中に入らないで、前に進めるまでタト側で待ってくだ

さい。

６ 電化区間では、２万ボルトの高圧電線が上を通っています。車輔の制限高さを厳守してください
Ｏ

ワ 大型規則のある踏切での大型自動車の通行は絶対しないでください。



赦
育
だ
よ
う

第
四
十
三
回
下
北
美
術
展

む
つ
・
下
北
管
内
の
小
学
校
六
十
校
、
中
学
校
二
十
四
校
か
ら
絵

画
・
版
画
・
書
道
の
部
に
三
、
五
五
一
点
の
作
品
が
応
募
さ
れ
た
第
四

十
三
回
下
北
美
術
展
に
お
い
て
、
佐
井
村
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
児
童
・

生
徒
が
入
選
・
入
賞
し
ま
し
た
。

入
選
・
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
十
月
十
日
剛
ア
ル
ザ
ス
に
展
示
し
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

Λ
絵
画
の
部
▽

示

学
校
二
年
生
）

※
佳
作

原
田
小
学
校

藤
田

啓
介

※
入
選

佐
井
小
学
校

能
登
真
紀
子

示

学
校
三
年
生
）

※
準
特
選

福
浦
小
学
校

田
中

悦
子

※
入
選

牛
滝
小
学
校

坂
井

健
人

福
浦
小
学
枚

田
中

一
世

佐
井
小
学
校

丹
藤

智
子

佐
井
小
学
校

田
中

洋
子

原
田
小
学
校

佐
藤

俊
彦

示

学
校
四
年
生
）

※
特
選

佐
井
小
学
校

大
坂

賢
志

※
佳
作

佐
井
小
学
校

山
本

享

佐
井
小
学
校

西
谷
久
美
子

牛
滝
小
学
校

竹
内
か
お
り

※
入
選

佐
井
小
学
校

川
村

育
子

牛
滝
小
学
校

竹
内

信
子

示

学
校
五
年
生
）

※
入
選

磯
谷
小
学
校

金
沢

美
佳

牛
滝
小
学
校

大
畑

恭
平

佐
井
小
学
校

山
本

妙
子

示

学
校
六
年
生
）

※
佳
作

牛
滝
小
学
校

船
越
奈
津
子

※
入
選

長
後
小
学
校

大
石
和
歌
子

長
後
小
学
校

細
間

伸
也

牛
滝
小
学
校

竹
内
由
香
理

牛
滝
小
学
校

中
西

伸
吾

牛
滝
小
学
校

坂
井

麻
子

佐
井
小
学
校

佐
賀

宗
敬

佐
井
小
学
校

木
下

仁
美

佐
井
小
学
校

倉
島

悠

（
中
学
校
一
年
生
）

※
準
特
選

佐
井
中
学
校

川
村

英
子

※
佳
作

佐
井
中
学
校

岡
本
佳
寿
子

（
中
学
校
二
年
生
）

※
佳
作

牛
滝
中
学
校

竹
内

浩

※
入
選

牛
滝
中
学
校

竹
内

紘
子

牛
滝
中
学
校

竹
内

浩
義

（
中
学
校
三
年
生
）

※
特
選

佐
井
中
学
校

加
藤

修

※
佳
作

磯
谷
中
学
校

横
浜

一
男

牛
滝
中
学
校

船
越

貴
幸

※
入
選

佐
井
村
中
央
公

民
館
選

短
歌

川
岸
キ
ョ
子

整
理
す
る
小
箱
に
半
衿
色
冴
え

て
鹿
の
子
絞
り
は
紫
の
艶

朝
夕
に
心
打
ち
明
け
「
や
す
ら

ぎ
の
面
」
に
向
い
て
良
き
こ
と

も
告
ぐ

黙
々
と
夕
闇
の
中
下
校
す
る
中

学
生
の
若
さ
羨
む

（
冷
夏
）

上
山

実

数
分
の
夏
太
陽
に
蜩
の
刻
を
惜

し
み
て
は
げ
し
く
啼
け
る

厳
し
さ
の
我
が
身
に
痛
く
風
立

ち
て
水
稲
の
穂
の
空
し
き
冷
夏

目
時

道
枝

御
旅
所
に
稚
児
お
ん
鬘
灯
も
増

え
て
さ
ざ
め
く
入
ら
祭
り
終
り

ぬ釜
臥
は
嘆
き
の
山
か
い
つ
の
囗

も
雨
雲
こ
め
て
今
日
も
降
り
お

踊
り
の
輪
夜
半
過
ぐ
れ
ば
拡
が

れ
る
笠
の
内
な
る
顔
無
き
亡
者

人
絶
え
し
坂
の
シ
グ
ナ
ル
潤
み

い
て
台
風
今
は
ど
の
山
越
ゆ
る

伊
蝠
は
や
去
り
て
行
く
ら
む
台

風
も
過
ぎ
れ
ば
安
ら
ぐ
懐
し
さ

あ
り

藤
島
津
賀
子

紫
陽
花
の
雨
に
濡
れ
っ
っ
色
冴

え
て
薄
紫
の
花
の
香
漂
う

女
郎
蜘
誅
す
早
く
糸
張
る
庭
先

の
餌
を
と
ふ
今
朧
に
初
秋
の
雨

遅
咲
き
の
浜
茄
子
一
輪
残
り
い

て
風
に
揺
ら
ぎ
て
朱
に
染
ま
り

お
り

石
戸
美
矢
子

奏
脉
訟
の
声
凛
々
と
夜
の
海
鈴

の
音
ひ
び
き
燈
籠
流
る
る

夕
闇
の
広
が
り
始
め
し
枝
の
問

に
早
く
も
光
る
き
ら
星
ひ
と
っ

大
石
健
次
郎

卦
价
な
趾

罫

思
わ
し
大
輪
の

菊
咲
か
し
め
ん
と
妻
の
手
付
き

４螽
纈
の
み
ど
り
仟
ひ
と
っ
密
や

か
に
台
風
近
き
夜
の
燈
の
下
に



佐
井
中
学
校

宮
沢

圭

牛
滝
中
学
校

大
畑

隆
道

長
後
中
学
校

田
中
千
香
子

長
後
中
学
校

滝
本

尚
吾

Λ
書
道
の
部
▽

示

学
校
三
年
生
）

※
佳
作

佐
井
小
学
校

丹
藤

智
子

※
入
選

佐
井
小
学
校

横
浜
敬
一
朗

佐
井
小
学
校

大
沼
ち
え
み

佐
井
小
学
校

樋
口

友
紀

示

学
校
五
年
生
）

※
入
選

牛
滝
小
学
校

坂
井

千
雪

牛
滝
小
学
校

大
畑

恭
平

示

学
校
六
年
生
）

※
入
選

牛
滝
小
学
校

宮
部

克
徳

牛
滝
不
学
校

竹
内
由
香
理

牛
滝
小
学
校

竹
内

晋
司

佐
井
不
学
校

倉
島

悠

（
中
学
校
一
年
生
）

牛
滝
中
学
校

竹
内
真
紀
子

（
中
学
校
二
年
生
）

長
後
中
学
校

緇
間
絵
利
子

長
後
中
学
校

池
田

陽
子

テ
ニ
ス
教
室
で
さ
わ
や
か
な
汗

こ
の
ほ
ど
、
佐
井
中
学
校
体

育
館
を
会
場
に
、
青
森
市
か
ら

小
田
中
富
夫
先
生
と
む
つ
市
か

ら
佐
々
木
明
子
先
生
を
講
師
に

迎
え
て
、
初
心
者
向
け
の
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
教
室
が
行
わ
れ
ま
し

た
。参
加
者
は
、
ラ
ケ
ッ
ト
の
持

ち
方
か
ら
、
一
人
一
人
て
い
ね

い
に
指
導
を
受
け
、
み
る
み
る

う
ち
に
上
達
。
試
合
が
で
き
る

ま
で
に
な
り
、
み
ん
な
で
心
地

良
い
汗
を
流
し
な
が
ら
の
楽
し

い
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル ・フ レ ン ド シ ッ プ ・フ ェ ア‘９３

テ ー マ 「ひろげよう 交流の輪」

と き 平成５年１０月２３日（土）１０：００～１７：００、と

平成５年１０月２４日（日ｎｏ：００～１６：００の２日間

と こ ろ 「青森産業会館」（青森市大字ハッ役字芦谷２０８－２３）

内 容 ＜１０月２３日（土）＞

①サミット〔ブラジル・サンタカタリーナ州知事講演、外国の市町

村長と本県 の町村長との意見交換会〕

②世 界民族舞踏ショウ（ロシア・ハバロフスク地方民族芸能、フ

ィンランド・ラヌア郡民族舞踏、韓国民族舞踏、アメリカダン

ス）

③ふれあい 交流広場 （世 界のお茶 コーナー、 世界の料理 コー

ナー、世界のおもちゃコーナー、輸入品の販売コーナーほか）

④市町村、県、国際交流団体の交流展示ブース（パネル写真．民

芸品、絵画、工作、ビデオ放映、物産展示販売など）

＜１０月２明（日）〉

①子供向けショー、クイズ大会など

②Ｇ厠 ）は２３日（土謗 同じ

そ の 他 入場無料

問合せ先 青森県企画部国際交流課 ＴＥＬ０１７７－２２－１１１１

県庁内線５６１５．５Ⅲ 、 または（財）青森県国際交流協会

ＴＥＬ ０１７７－３５－２２２１

曇
り
空
際
き
翔
け
交
う
雨
燕
み

な
み
の
国
に
去
る
日
は
近
し

衙
色
に
流
る
る
雲
な
か
十
方
に

群
れ
雨
燕
冷
え
を
翔
け
切
る

常
夏
の
国
へ
去
り
な
ん
群
れ
燕

風
切
羽
の
小
さ
き
と
も
強
し

俳

匂

（
藤
山
一
郎
逝
吉

西
谷

豊
彦

露
空
や
楷
書
の
隕
の
巨
星
逝
く

昆
布
干
し
石
置
く
屋
根
の
納
屋

ひ
と
つ

打
習

い
祭
の
近
き
銀
河
濃
し

傾
崖
に
去
る
雲
疾
し
岩
燕

川
岸
キ
ョ
子

夜
の
秋
家
宝
と
な
せ
り
僧
の
文

字頸
子
の
頬
を
撫
で

ゆ
く
風

の
盆

豆
腐
煮

る
湯
気
の
向
う
に
夏
の

冷

（
原
爆
忌
）

遺
児
達
の
一
打
の
余
韻
夏
盛
る

石
戸
美
矢
子

更
衣
し
て
一
人
の
聴
き
居

る
遠

花
火
蕗
を
欸
く
匂

い
の
中
の
秋
祭
り

渾
身
の
力
尽
く
せ
し
蝉
の
殼

（
佐
渡
吟
）

三
上

敏

夏

寒

き

遠

流

の

島

を

尋

ね

け

り

た

ら

い

船

小

か

の
風

物

あ
え

の

風保

護

鳥

や

茂

り

の

中

の

朱

鷺

の

郷汗

み

ど

ろ

佐

渡

金

山

の

坑

荒

し

祭

笠

お

け

さ

流

し

の

佐

渡

が
島

上

山

実

長

梅

雨

の

山

紫

陽

花

の

色

淡

し

紫

陽

花

の
奥

源

流

に

葉

を

濡

ら

し途

切

れ

っ

つ

啼

け

ぬ

冷

夏

の
蝉

な

り

し

（
サ
ｙ
ヵ
上
こ
浦
選
言

菊
池

み

や

現

代

っ

兒

花

火

両

手

に

カ

ズ

・

ダ

ン

ス

煙

突

の

Ｉ
点

に

ひ

ば

る

晩

夏

光

赤

錆

し

鉄

屑

盾

に

浜

豌

豆

田

名

部

ヒ

サ

村

弾

む

揃

い

浴

衣

の

流

し

か

な

花

火

の

輪

風

に

ゆ

っ

た

り

流

れ

け

り

手

を

打

っ

て

少

し

進

む

や

盆

踊

蝦

蟇

蛙

挽

か

れ

て
脛

の

長

さ

が

な屋

号

あ

る

流

燈

戻
り

し

明

け

の

風見

逃

さ

ず
忽

ち

打

た

れ

蚊

の
命

鯛

や
沖

の
夕

日

に

雲

熟

る

る



保健婦だより

からだを

動かそう

～一年に一度は
健診を～

ス
ポ
ー
ツ
の
す
す
め

「
健
康
づ
く
り
の
た
め
運
動
す
る
」

と
い
う
意
識

が
強
く
な
っ
て
き

た
が
、
仕
事

が
忙
し
く
な
か
な

か
時
間
が
と
れ
な
い
と
か
の
理

由
で
、
運
動
で
き
な
い
と
い
う

人
も
多
い
。
し
か
し
、
日
常
生

活
の
中
で
も
簡
単
に
で
き
る
運

動
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
（
表
土

ウ

ォ

ー

キ

ン

グ

日
常
生
活
の
中
で
歩
く
こ
と

は
、
普
通
だ
れ
に
で
も
で
き
る

運
動
で
あ
る
が
、
し
か
し
正
し

い
歩
き
方
を
し
な
け
れ
ば
、
よ

い
運
動
効
果
が
得
ら
れ
な
い
。

正
し
い
歩
き
方
は
、
胸
を
張

り
、
両
手
を
し
っ
か
り
振
っ
て
、

普
通
よ
り
や
や
犬
ま
た
で
、
息

の
は
ず
む
程
度
の
強
さ
で
歩
く

と
よ
い
。

ま
た
、
周
り
の
景
色
を
見
た

り
、
友
人
と
話
を
し
な
が
ら
歩

け
ば
、
た
だ
歩
く
以
上
に
楽
し

み
も
多
く
な
る
。

ラ

ジ

オ

体

操

ラ
ジ
オ
体
操
は
老
若
男
女
を

含
む
広
い
国
民
層
を
対
象
に
し

て
い
る
「
い
っ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
だ
れ
で
も
で
き
る
」
運
動

で
あ
る
。

ラ
ジ
オ
体
操
は
、
全
身
的
に

筋
肉
を
含
め
た
組
織
の
収
縮
、

伸
展
を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
動
か
す

特
徴
を
持
っ
て
い
る
。

現
代
社
会
で
は
、
人
間
の
仕

事
は
長
時
間
同
じ
姿
勢
を
す
る

こ
と
が
多
く
、
比
較
的
単
調
な

動
作
を
繰
り
返
し
、
動
き
に
偏

り
が
で
き
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

疲
れ
が
た
ま
り
、
腰
痛
、
肩
こ

り
、
偏
頭
痛
な
ど
の
症
状
が
出

た
り
す
る
。
ラ
ジ
オ
体
操
は
筋

力
も
含
め
た
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
体
力
を
つ
く
る
。

運

動

の

効

用

は

？

ス
ポ
ー
ツ
が
私
た
ち
の
体
に

与

え
る
健
康
効
果
は
い
ろ
い
ろ

あ
り
、
そ
の
主
な
も
の
は
図
１

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①

心

肺

・

血

管

系

へ

の

効

用

運
動
が
体
に
与
え
る
健
康
効

果
の
中
で
、
最
も
よ
く
調
べ
ら

れ
て
い
る
の
は
心
肺
・
血
管
系

へ
の
影
響
で
す
が
、
こ
れ
ら
を

知
る
に
は
運
動
に
よ
る
「
最
大

饋
素
摂
取
量
」
の
変
化
を
み
れ

ば
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
「
最
大
酸
素
摂
取
量
と

い
う
の
は
、
全
力
を
使
っ
て
運

動
を
し
て
い
る
時
、
体
内
に
ど

れ
だ
け
酸
素
を
と
り
込
め
る
か

を
表
す
も
の
で
す
。
と
い
っ
て

も
、
単
に
肺
に
と
り
込
む
酸
素

量
だ
け
を
表
す
の
で
は
あ
り
ま

表１ 運動のエネルギー消費量

１０月

の
保
健
事
業

言

㈹

康
相
談
日

鬥

一
二

健
受
付
時
間

づ
い
バ

午
前
９
時
～
１２
時

場
所

役
場
相
談
室

電
話
で
の
相
談
も
受
付
け
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

１０
日
㈲
第
６
回
佐
井
村
健
賺
づ
く
り

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

時
間

午
前
９
時
～

午
後
３
時

場
所

ア
ル
ザ
ス
及
び
周
辺

※
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
等
で
後

日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

基
本
検
診
結
果
の
報
告
会

１３
日
水

午
前

原
田
地
区

午
後

川
目
地
区

１４
日
水

午
前

矢
越
地
区

午
後

長
後
地
区

１５
日
常

午
前

両
佐
井
地
区

時
間
、
場
所
に
つ
い
て
は

対
象
者
に
後
日
連
絡
し
ま

す
。



せ
ん
。
心
臓
の
ポ
ン
プ
カ
、
血

液
や
血
管
の
酸
素
運
搬
能
力
、

末
梢
血
管
の
発
達
、
組
織
の
酸

素
利
用
能
力
ま
で
ト
ー
タ
ル
に

表
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

最
大
酸
素
摂
取
量
は
心
肺
機
能

を
は
か
る
よ
い
指
標
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

最
大
酸
素
摂
取
量
は
加
齢
と

と
も
に
低
下
し
ま
す
が
、
盛
ん

に
運
動
を
し
て
い
る
中
高
年
の

人
で
は
、
一
般
の
若
い
人
に
負

け
な
い
心
肺
機
能
を
有
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

②

血

清

脂

質

へ

の

効

用

動
脈
硬
化
や
心
臓
病
、
高
脂

血
症
と
い
っ
た
成
人
病
の
も
と

に
な
る
血
清
脂
質
（
血
液
中
に

含
ま
れ
て
い
る
い
ろ
い
ろ
の
脂

肪
分
）
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と

運
動
に
つ
い
て
み
て
み
ま
し
よ

運
動
を
し
て
い
る
人
と
、
し

て
い
な
い
人
を
対
象
に
、
血
液

中
に
含
ま
れ
て
い
る
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
動
脈
硬
化
の

原
因
と
な
る
血
液
中
の
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
な
ど
を
排
除
す
る
、

い
わ
ゆ
る
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
）
を
年
齢
別
に
調
べ
て
み
た

と
こ
ろ
、
運
動
を
し
て
い
る
人

の
ほ
う
が
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
が
は
る
か
に
高
い
と
い
う

結
果
が
出
ま
し
た
。
こ
れ
は
６０

歳
代
で
も
３０
歳
代
で
も
同
様
の

こ
と
が
い
え
ま
す
。

亘

２
）

③

肥

満

解

消

の

効

用

成
人
病
の
引
き
金
に
な
る
肥

満
を
改
善
す
る
に
は
減
量
す
る

以
外
あ
り
ま
せ
ん
。
減
量
の
基

本
は
、
体
に
蓄
積
さ
れ
た
余
分

な
脂
肪
を
と
る
こ
と
で
す
。
食

事
だ
け
で
減
量
す
る
こ
と
は
健

康
上
ベ
ス
ト
な
方
法
と
は
い
え

ま
せ
ん
。

食
事
の
み
で
減
量
し
た
場
合

と
、
運
動
と
食
事
を
併
用
し
た

減
量
法
で
の
体
構
成
の
変
化
を

み
て
く
だ
さ
い
（
図
３
）
。

１５
日
間
で
ど
ち
ら
も
２
㎏
ず

つ
減
っ
て
い
ま
す
が
、
食
事
の

み
の
場
合
で
は
体
脂
肪
は
あ
ま

り
減
っ
て
い
ま
せ
ん
。
つ
ま
り

減
っ
た
の
は
脂
肪
で
な
く
筋
肉

な
ど
他
の
部
分
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
反
対
に
、
運
動
を
併
用
し
た

減
量
法
で
は
体
脂
肪
の
減
り
も

多
く
、
運
動
す
る
こ
と
で
筋
力

も
増
加
し
ま
す
か
ら
、
健
康
的

に
や
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
運
動
は
多

面
的
な
効
用
を
も
っ
て
い
ま
す
。

運
動
指
導
者
等
の
も
と
で
、

自
分
に
合
っ
た
も
の
を
選
ん
で

行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

１８
日
㈲

巡
回
児
童
相
談
所

時
間

午
前
１２
時
～
１４
時

場
所

あ
す
な
ろ

１９
日
㈹

リ
（

ビ
リ
教
室

時
間
、
午
後
１
時
～
３
時

場
所

あ
す
な
ろ

内
容

野
田
頭
佐
井
診
療
所

長
の
衛
生
講
話

テ
ー
マ

脳
卒
中
の
再
発

を
防
ぐ
た
め
に

２６
日
火

磯
谷
地
区
健
康
教
室

時
間

午
前
１０
時
～
１２
時

場
所

磯
谷
地
区
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー

２８
日
水

福
浦
地
区
家
庭
看
護

教
室
食
生
活
講
習
会

時
間

１０
時
～
１４
時

場
所

福
浦
地
区
生
活
改
善

タ
ン
タ
ー

２９
日
㈲

乳
児
健
康
相
談

離
乳
食
実
習

時
間

午
前
１０
時
～
１２
時

場
所

ア
ル
ザ
ス
海
峡
の
間

対
象

平
成
５
年
２
月
～

平
成
５
年
６
月
生

● 運 動 で 動 脈 硬 化 を予 防（国立栄養所 樋口・小林の調査より）

● 減 量 法 と体 構 成変 化（ｍ立栄養ｎ究所 鈴木らの報告によ剤

ウォーキングによる

体の生理的変化およびその効用



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

登０１７７－２３－２３７９

マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
と
き

マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
す
る
こ

と
は
多
く
の
方
の
夢
で
す
が
、

夢
を
実
現
す

る
と
き
に
は
、
資

金
計

画

や
設
計

な
ど
と

と
も

に
、
税
金
に
つ
い
て
知
っ
て
お

く
こ
と
も
大
切
で
す
。

Ａ

登
録
免
許
税

…

国
税
Ｖ

不
動
産
を
取
得
し
て
、
所
有

権
の
登
記
を
す
る
と
き
に
か
か

る
税
金
で
す
。

取

得

し
た
不

動

産

の
価

額

（
固
定
資
産
税
評
価
額
）
に
税

率
を
掛
け
て
税
額
を
算
出
し
、

登
記
申
請
の
際
に
納
付
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
不
動
産
所
得
税
・
・
・
地
方

税
Ｖ
不
動
産
を
所
得
し
た
と
き
に

か
か
る
税
金
で
、
マ
イ
ホ
ー
ム

の
場
合
は
取
得
し
た
価
格
（
固

定
資
産
税
評
価
額
等
）
に
三
％

を
掛
け
て
税
額
を
算
出
し
ま
す
。

入
所
得
税
の
住
宅
所
得
特
別
控

除
Ｖ

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し

た
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
し
た
り

増
改
築
等
し
て
、
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
入
居

し
か
年
か
ら
六
年
間
、
住
宅
取

得
等
特
別
控
除
と
し
て
、
各
年

最
高
二
十
五
万
円

平

成
三
年

三
月
三
十
一
日
以
前
の
入
居
の

場
合
は
一
干

万
円
）
を
所
得
税

額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を
購
入

す
る
と
き
に
作
成
す
る
売
買
契

約
書
等
に
は
印
紙
税
が
、
マ
イ

ホ
ー
ム
を
購
入
し
た
と
き
の
建

物
部
分
に
つ
い
て
は
消
費
税
が

か
か
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

奥

さ

ま

と

税

パ
ー
ト
収
入
は
、
通
常
、
給

与
所
得
と
な
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
パ
ー
ト
の
年
収

が

Ｉ
〇
〇

万
円
以
下
で
す
と
給
与
所
得
控

除
額

食

低
六
五
万
円
）
を
差
し

引

い
た
残
額
が
基
礎
控
除

三

五
万
円
）
以
下
と
な
り
ま
す
の

で
、
所
得
税
は
か
か
り
ま
せ
ん

し
、
配
偶
者
控
除
を
受
け
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

ま

た
、

内

職

な
ど

の
収

入

は
、
収
入
か
ら
必
要
経
費
を
差

し
引
い
た
残
り
が
事
業
所
得
ま

た
は
雑
所
得
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、家
内
労
働
者
な
ど
、

特
定
の
人
に
対
し
て
継
続
し
て

労
務
の
提
供
を
す
る
人
に
つ
い

て
は
、
必
要
経
費
と
し
て
六
五

万
円
（
収
入
全
額
が
限
度
で
す
）

を
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
収
入
が
内
職

だ
け
の
場
合
は
、
パ
ー
ト
収
入

と
同
様
に
年
収
が

Ｉ
〇
〇
万
円

以
下
で
す
と
所
得
税
は
か
か
り

ま
せ
ん
し
、
配
偶
者
控
除
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

相
談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

十

一

月

は

国

民

年

金

制

度

推

進

月

間

で

す

。

国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を

持
っ
て
運
営
し
て
い
る
公
的
年

金
制
度
で
す
。

老
齢
・
障
害
・
死
亡
に
つ
い

て
す
べ
て
の
国
民
に
共
通
の

「
基
礎
年
金
」
を
支
給
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
基
礎
年
金

の
支
給
に
要
す
る
費
用
は
、
国

民
み
ん
な
が
公
平
に
負
担
す
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

年
金
制
度
が
「
世
代
と
世
代

の
助
け
合
い
」
で
あ
る
こ
と
を

自
覚
し
、
積
極
的
に
か
か
わ
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
、
制
度
の
基

盤
が
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
。



県
内
で
は
、
厚
生
年
金
・
共

済
組
合
の
加
入
者
を
除
い
て
、

四
十
万
六
千
人
が
加
入
し
、
万

一
の
事
故
や
老
後
の
生
活
に
備

え
て
い
ま
す
。

受
給
権
者
数
も
二
十
二
万
人

を
超
え
、
総
年
金
額
は
九
百
五

十
六
億
円
に
達
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
す
っ
か
り
生

活
の
中
に
定
着
し
た
国
民
年
金

で
す
が
、
「
加
入
し
て
い
な
か

っ
た
」
、
「
加
入
し
て
も
保
険

料
を
納
め
て
い
な
か
っ
た
」
な

ど
の
た
め
、
年
金
を
受
け
ら
れ

な
い
人
も

い
ま
す
。

県
と
市
町
村
で
は
、
県
民
の

み
な
さ
ん
に
、
年
金
制
度
を
正

し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

十
一
月
六
日
か
ら
十
二
日
ま
で

を
「
年
金
週
間
」
、
十

一
月

中

を
「
国
民
、
年
金
制
度
推
進
月

間
」
と
定
め
て
い
ろ
い
ろ
な
催

し
や
広
報
を
行
う
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
自
身

の
年
金
を
も
う
一
度
、
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

１０ 月 ３ １ 日 ，
よ

村 県 民 税（ ３ 期 ）

固 定 資 産 税（ ３ 期 ）

の 納 期 限 で す 。

＝納期内納付にご協力ください＝

保

険

税

納

め

忘

れ
て

い

ま
せ

ん

か

圃
‥‥

朝
夕
の
風
の
肌
ざ
わ
り
が
、
さ

わ
や
か
に
な
っ
て
き
た
こ
ろ
、
コ

ス
モ
ス
の
花
を
見
か
け
る
と
秋
を

感
じ
ま
す
。
コ
ス
モ
ス
は
、
秋
桜

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

夏
の
終
わ
り
か
ら
秋
に
か
け
て

の
代
表
的
な
花
、
そ
れ
が
コ
ス
モ

ス
で
す
。
メ
キ
シ
コ
原
産
の

キ
ク
科
の
花
で
、
明
治
二
十

年
ご
ろ
か
ら
日
本
で
も
広
く

栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。
花
の
色
は
、
淡

紅
や
深
紅
、
白
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
背
丈
が
一
犬
一
メ
ー

ト
ル
に
も
な
る
の
で
、
風
に

揺
れ
る
様
が
涼
し
げ
で
秋
の
風
情

に
ぴ
っ
た
り
で
す
。
最
近
は
台
風

シ
ー
ズ
ン
匚
お
け
る
風
の
被
害
を

受
け
な
い
よ
う
に
、
丈
の
低
い
も

の
も
普
及
し
て
い
ま
す
。

コ
ス
モ
ス
は
一
年
草
で
す
が
、

こ
ぼ
れ
種
か
ら
の
発
芽
と
追
い
蒔

き
で
毎
年
栽
培
で
き
ま
す
。
そ
こ

で
最
近
は
、
各
地
の
地
域
お
こ
し

や
ま
ち
づ
く
り
に
利
用
さ
れ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ス
モ
ス
を

。
わ
が
ま
ち
”
の
花

に
指
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
北

海
道
か
ら
鹿
児
島
県
ま
で
八
十
二

市
町
村
あ
り
ま
す
。
毎
年
秋
は
、

コ
ス
モ
ス
で
地
域
お
こ
し
を
し
て

い
る
市
町
村
が
集
ま
っ
て
、

コ

ス
モ
ス
サ
ミ
ッ
ト
″
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
秋
は
長
野
県
の
佐
久

市
で
九
月
十
八
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
各
地
の
高
速
道
路

の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
法
面
匚
、

黄
色
い
花
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

こ
の
花
を
キ
バ
ナ
コ
ス
モ
ス

だ
と
思
っ
て
い
る
方
が
多
い

よ
う
で
す
。
あ
れ
は
同
じ
キ

ク
科
の
仲
間
で
す
が
、
オ
オ
キ

ン
ケ
イ
ギ
ク
で
す
。

秋
は
体
力
つ
く
り
の
季
節
。

十
月
は
「
健
康
強
調
月
間
」

で
す
。
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
体

力
つ
く
り
の
行
事
へ
参
加
し
、
健

康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※
法
面
・：
安
全
性
を
高
め
る
た
め
．
人
工
的

賍
フ
ロ
ッ
ク
な
ど
で
造
フ

た
斜
面
、



簡
単
に
で
き
る
染
み
抜
き

「
こ
す
ら
ず
に
た
た
く
」
が
原
則

家
庭
や
外
出
先
で
、
コ

ー

ヒ
ー
や
ジ
ュ
ー
ス
、
調
味
料
の

染
み
を
服
に
つ
け
て
し
ま
っ
た

Ｉ

こ
の
よ
う
な
経
験
を
し
た

方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
簡
単
に
で
き

る
染
み
抜
き

を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

「
染
み
は
こ
す
ら
ず
に
た
た

く
」

が
原
則
で
す
。
染
み
が
っ

い
た
ら
、
す
ぐ
そ
の
箇
所
の
下

に
厚
い
タ
オ
ル
を
当
て
ま
す
。

そ
し
て
、
水
で
濡
ら
し
た
布
で

周
り
か
ら
ト
ン
ト
ン
と
た
た

き
、
汚
れ
を
下
の
タ
オ
ル
に
移

し
ま
す
。

染
み
は
お
酒
や
お
茶
を
こ
ぼ

す
、
囗
紅
が
っ
く
、
泥
が
跳
ね

る
Ｉ

な
ど
が
原
因
で
つ
き
ま

す
。
そ
こ
で
、
家
庭
で
手
軽
に

使
え
る
染
み
抜
き
剤
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
プ
に
合
っ
た

液
を
、
ふ
だ
ん
か
ら
そ
ろ
え
て

お
く
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
、
ジ
ュ
ー

ス
や
し
ょ
う
ゆ
な
ど
の
染
み
抜

き
に
は
、
薄
め
た
酢
酸
液
や
ア

ン
モ
ニ
ア
液
を
使
い
ま
す
。
岫

の
染
み
抜
き
に
は
ベ
ン
ジ
ン
。

口
紅
や
香
水
の
染
み
抜
き
は
、

ア
ル
コ
ー
ル
を
使
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
液
を
布
に
含
ま
せ
、
先

の
要
領
で
汚
れ
を
下
の
タ
オ
ル

に
移
し
ま
す
。
要
は
早
く
処
理

を
す
る
こ
と
で
す
。
外
出
先
で

汚
し
た
と
き
は
、
（

ン
カ
千
な

ど
を
水
で
濡
ら
し
て
手
早
く
た

た
き
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
染
み

抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

泥
跳
ね
は
、
手
早
く
処
理
を

し
よ
う
と
も
ん
だ
り
こ
す
っ
た

り
す
る
と
、
泥
が
布
地
に
入
っ

て
取
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
泥

跳
ね
の
汚
れ
は
、
泥
を
十
分
に

乾
か
し
て
か
ら
取
り
ま
し
ょ
う
。

乾
い
た
泥
を
歯
ブ
ラ
シ
で
落
と

し
、
裏
か
ら
指
で
泥
を
は
じ
い

て
取
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
薄
く

染
み
が
残
る
よ
う
で
し
た
ら
、

お
湯
に
洗
剤
を
溶
か
し
て
ふ
き

取
り
ま
す
。

最
近
で
は
、
簡
単
に
染
み
抜

き
が
で
き
る
薬
品
や
洗
剤
な
ど

が
出
回
っ
て
い
ま
す
が
、
生
地

の
種
類
や
加
工
の
仕
方
に
よ
っ

て
は
、
色
が
変
わ
っ
た
り
生
地

を
傷
め
た
り
す
る
場
合
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
裏
地
な
ど

で
テ
ス
ト
し
て
か
ら
、
使
っ
て

み
た
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う
。

１０月 １０日

健康づくり

フェスティバル

会場 アルザス

満１鑞になります

／釟笠 丿京ｌ石也 ，

（日召彦・ｉ告子）
大 佐 井

戸籍の窓口
９月１４囗現在

○お誕生おめでとう

宮川 拓也（憲一）古佐井

石澤 美衣（尚人）古佐井

佐々木 忍（一彦）大佐井

後藤 駿平（重城）犬佐井

佐藤 以昴（ 仁 ）大佐井

相木 智博（輝夫）古佐井

辻 梨央（敏明）大佐井

○ご結婚おめでとう

１山登 靖 相川町

田名部幸子 古佐井

｜山崎 一朗 風間浦村

木下美香子 矢 越

｜田中 均 福 浦

柳田みゆき 川内町

１宮崎 典行 武雄市

鈴木久美子 大佐井

｜水堀 官 久慈市

柳田 鶴子 福 浦

○おくやみ申し上げます。

若山 清蔵（ミャ）古佐井

８月３１日現在人口（前月比）

男 １，７７６（－４）

女 １，７９１（－１）

世帯数 １，１１３（ ４）
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